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◆ 6月12日(木)湯島にてサロン開催
　4月、5月はサロンには行けず、6月のサ
ロンへ伺いました。
　6月12日のサロンは、暑い中、27名が参
加。地酒で乾杯し、上越のおつまみをつま
みながら、賑やか時間を過ごしました。
　93歳の中島さんと92歳の倉石さんも参
加され、元気なお姿を拝見し、長生きして
人との交流を楽しむことに希望を持たせて
いただきました。
　御徒町へは、Jネット以外の用事では行く機会がなかなかありません。たまに早く出向いて、会館の近
くの通りを歩いてみたりしています。おしゃれな店なども発見しています。                        （小坂恵美 記）

◆ 7月10日(木)湯島にてサロン開催
　私がふるさと上越ネット
ワークを知ったのは、昨年
の高校全体卒業生のOB会 
(懇親会) が開催された6月
です。
　仕事を辞めて6年近く経
ち、現在は好きな将棋を近
くの公民館で週2~3回位 指
しての毎日です。将棋は遊
びとはいえ勝負の世界です
ので、勝ち負けにこだわる
人もいて、気まずくなる時
も在ります。
　Ｊネットには4回位参加させて頂きましたが、ふる里の懐かしい思い出を語り楽しいひと時です。
　アイルランド出身で94歳没のバーナードショー（1856~1950）(ノーベル文学賞受賞、文学者、脚
本家、政治家、教育家、ジャーナリスト）の名言集に「 We don't stop playing because we grow old;
we  grow  old  because  we  stop  playing 」George  Bernard  Shaw「年をとったから遊ばなくなるのでは
ない。遊ばなくなるから年を取るのだ。」があります。
　今現在75歳、私の心境です。              　　　　　　　　　　　　　　　                 　        （ 鴨井芳雄 記）

【次回以降のサロン】 毎月第２木曜日開催　◆ R7.8月14日（木）　◆ R7.9月11日（木）　参加費1,500円
（予約不要・途中からのご参加もOKです。）開催時間17:30～19:00

会場：東京新潟県人会館「ふれあいふるさと 館」〒110-0005  東京都台東区上野1-13-6　TEL：03-3832-7619

　　 初参加は木下玲子さん、たよりを見て参加頂きました。差し入れは松本さん
から鮎正宗複数本、笹川さんからビール、ご馳走さまでした。                  （事務局）

　　 猛暑にも関わらず 30 名の参加で賑わいました。はじめての参加は小林重夫さん、稲田良子さん、篠田
智子さん、市からは東京勤務の上田さんとふるさと応援室の水落さん、上越からは池田（肝太）さんと小
坂恵美さん。差し入れは新山さんから生姜 / 茄子ほか漬物、浜野さん / 長谷川さんからのり巻き、内田さ
んからプラム、お酒は松本さんから かたふねにごり酒と閃光、池田さんから雪中梅、会長から白ワイン、
ご馳走さまでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事務局）

J ネットの活動とお知らせ
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◆ 第46回高田城址公園観蓮会　2025年7月19日(土)~8月24日(日）
　高田城址公園の外堀(19ヘクタール) をほぼ埋め尽くす蓮は、規模・美しさと
ともに｢東洋一｣と称されている、世界でも珍しい蓮花群です。蓮の花は午後に
は閉じてしまいますので、朝のうちに行くのがおすすめです。
　（パンフレットを同封しました。子どもも大人も楽しめるイベントが開催されます。）

　　●アクセス/えちごトキめき鉄道 妙高はねうまライン｢高田駅｣より徒歩で約5～20分

　　お問合せ先/(公社)上越観光コンベンション協会　TEL：025-543-2777

◆ 第100回謙信公祭
 2025年8月23日(土) 24日(日)＜ 前夜祭22日(金)＞
 出陣行列､川中島合戦の再現 8月23日(土)/献納米合戦､大民踊流し8月24日(日)

　地元には、戦国大名が割拠した動乱の時代においても、謙信公は、一年に一
度だけ民衆を春日山城に招き入れ、日頃の労をねぎらったという言い伝えが残
っており、こうしたことが謙信公祭を行うきっかけになったともいわれています。 
   （上越観光Navi記事引用https://joetsukankonavi.jp/kenshinkousai/about/)

　●アクセス/えちごトキめき鉄道 妙高はねうまライン｢春日山駅｣より徒歩で約5～20分

　春日山城跡、春日山城史跡広場など上越市内の各会場を結ぶシャトルバ 
　スも運行が予定されています。

　　お問合せ先/(公社)上越観光コンベンション協会　TEL：025-543-2777

◆ 高田北城高校同窓会 東京支部　総会・懇親会
　25年6月1日(日)東京支部総会、懇親会がアルカディア市ヶ
谷で開かれました。
　今年は支部総会が組織として発足して70周年を迎え、こ
れを記念して同窓会の篤志家が校名と校章の入ったタオルを
作って下さり、また本校の同窓会からお花が届き、会場が華
やかになりました。
　来賓のご挨拶の後、上越市出身の瀧川鯉橋師匠の落語で盛
り上がりました。
　出席者は高田高女卒業の大先輩から今年大学に入学したての青年まで幅広い年齢層が集い、食事を
楽しみながら和やかな雰囲気の中で、来年の再会を約束して閉会いたしました。

 (会長　長谷川 瓔子 記）

上越の行事

訃報　松川太賀雄相談役ご逝去のお知らせ
当会相談役松川太賀雄さんが 6 月 19 日満 85 歳で逝去されました。
松川さんは 1997 年の当会の設立にたいへんご尽力され、東京在住、さ

らに上越に移住されてからも当会の運営にかかわられて来ました。
私は会長就任してから数回、ご自宅におじゃまして、会の運営について　

助言と励ましの言葉をいただいて来ました。
謹んでお悔やみ申し上げます。

                                                      ふるさと上越ネットワーク会長　小坂 庸雄

同窓会コーナー
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会員ひろば

◆ 令和7年度　高田高校校友会 東京支部　総会・懇親会
　令和7年6月20日、17時半から20時まで、市ヶ谷アルカディアで、第61回目の高田高校祭が開催されま
した。来賓と招待恩師7名を含め290名。今年高田高校を卒業したばかりの新入会員から、旧制中学校を
卒業された大先輩まで80年近い年齢差の校友が一同に会しました。校友会の事業報告は全て承認され、
懇親会は地元の銘酒スキー正宗の鏡割りから始まり、懐かしいふるさとのタケノコ汁やかまぼこが供さ
れ、久しぶりに再会した先輩や級友たちと楽しく和やかな時間を過ごしました。今年は特に評判が良
く、これも、長年の執行部の並々ならぬご尽力のおかげと、１校友として深く感謝するものです。                                                                                                           

(祖父江ひろみ 記)

◆ 東京新潟県人会館の界隈の今昔
溝口 良二

　毎月開催しているＪネットサ
ロンの憩いの場所、東京新潟県
人会館の界隈は江戸時代から
歴史と文化のある街でした。JR
御徒町駅から会館へ向かうと、
小学校が目に入ってきます。　　
　この小学校の名前は黒門小学
校、現存する関東大震災後の復
興校舎の中でも名建築といわれ
高く評価された文化財、歴史的
建造物として保存されていま
す。黒門と言う名は上野寛永寺総門の黒門に因んでいます。( この黒門は荒川区の円通寺に移築 )。
　江戸時代から昭和 30 年までは、この界隈は根津神社へ参拝した男衆の花街で、 何軒かの旅籠がありま
した。昭和 31 年頃に法律が変わり、旅籠からラブホテル、今ではマンションになっています。昭和 30 年
頃はこの界隈を散策すると、何処からともなく三弦の響きが聞こえて来た記憶があります。
　平成 29 年 11 月、街の活性化を図るために、湯島天神か
ら御徒町駅までの一本道を「学問のみち」と名付けました。
特に上野はパンダ人気があり、パンダの図柄入りカードで
スタンプラリーを始めて客寄せに努めています。当会館も
黒門町商店会の「にこまるマップ」のスタンプのスポットと
して、イルカのモニュメントを飾って街の発展に寄与され
ています。

モニュメント『勇進』
  作者 / 宮田亮平氏（東京新潟県人会会長・元文化庁長官・佐渡市出身）

新潟県民の大いなる「力」で、日本はもとより世界に発信する勇姿を表現

黒門小学校 学問の道
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◆ 大の里、横綱昇進で一層面白くなった大相撲！
瀧澤康二（会員、元日本体育大学副学長）

上越市と縁ある両横綱、大の里と豊昇龍
　J ネットの会合で皆さんとお会いするたびに「大の
里、頑張っているね！」と、親しみ溢れた声をかけて
もらい、実に有難く感謝の気持ちでいっぱいです。そ
の大の里が何と初土俵以来、大相撲史上最速で横綱昇
進を成し遂げました。先ずは、この紙上をお借りして
皆さんと共に「大の里関、おめでとう！」と、祝福申し
上げたく存じます。
　上述の見出しをご覧になって「えっ？」と、驚かれた
人が多いと思います。本当です。それは、「学校法人
日本体育大学と上越市の体育・スポーツ振興に関する
協定」（2015 年 7 月 13 日調印）が証明しています。両
者はこの協定に基づき、これまでにアスリートの合同練習会他、法人と行政間のスポーツ振興に関する
研修会開催等、様々なイベントを行っています。両横綱共に法人傘下にある学校出身者です。大の里は
日体大で、豊昇龍は日体大柏高校の出身です。更に、日体大出身では他に 7 人の現役関取が番付表に名
を連ねています。
　ちなみに、大相撲史上、学生出身者で横綱に昇進できたのは同郷（石川県）出身の輪島と大の里の２人
だけであります。その点について次に少し考えてみたいと思います。
相撲は神の遊び
　「ホモ・ルーデンス ( 遊び人間 )」を著したホイジンガによれば、「文化は遊びから生まれる」といわれま
す。神の遊びとして生まれた大相撲も、まさにその類です。
　大相撲は、自らの歴史と伝統、更に現代人には理解し難い、しきたりをも維持して今日を迎えていま
す。それ故に、先の宮城野親方（元横綱白鵬）の退職劇も含め、理不尽さを感じる人も少なくないのでは
ないでしょうか。
稽古と練習の違い
　日本文化と欧米伝来の文化を比較していえる一つに「稽古と練習の違い」を挙げることができます。私
たちは日本文化の習いごとを「稽古ごと」と呼び、「稽古する」といいます。一方、外来の習いごとについ
ては「練習する」、はたまた「トレーニングする」といっています。この違いには重要な意味が潜んでいます。
　それは、稽古が「限りなく師匠の教え（型）に近づくことを求める」に対し、練習は「型にこだわらず、
目標に向かって合理性を求める」という特徴を示します。どちらがよいか？私は両者の融合が大切であ
ると考えています。それは、両者には究極的に「その道を究め、幸せな人生を送る」ことに必要なエキス
が多分に含まれているからです。
　翻って、現在の大相撲の世界を覗いてみますと、力士たちが稽古と練習を旨く取り入れて頑張ってい
ることを窺い知ることができます。学生出身者の横綱が少ないことが、この関わりに因るのか否か、関
心ごとのひとつです。並はずれな昇進を成し遂げた大の
里関の子供のころからの相撲人生を知る限り、彼は稽古
と練習を旨く融合させて今日を迎えているといえます。
更に精進を重ねて立派な横綱を張ってもらいたいと期待
して止みません。また、同僚の豊昇龍関とお互いに切磋
琢磨努力して｢大豊時代｣を築いてほしいと願っています。

日体大出身初の関取（元小結垣添＝現雷親方）の断髪式に臨んだ筆者
（2012 年 6 月 1 日 両国国技館）

行司役は現立行司　式守伊之助（当時は木村正太郎）
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◇ WeWorkリンクスクエア新宿で「かまぼこ・ウォーズ」を開催しました

7月9日(水)に、WeWorkリンクスクエア新宿
にて「かまぼこ･ウォーズ～練り物の逆襲～」
を開催しました。神奈川県小田原市、宮城県仙
台市、和歌山県白浜町と上越市の4市で各市の
かまぼことお酒をPRしました。

当日は約70人が参加し、各市のかまぼことお
酒に舌鼓を打ちました。

上越市からは、平八蒲鉾店の鮭蒲鉾ときくら
げ蒲鉾、頚城酒造の和希水（わきみず）を提供。かまぼこは人気投票を行い、上越市は見事２
位を獲得しました！（1位は「全部好き」でした）

参加者の方からは「鮭が乗った蒲鉾を食べるのは初めて」｢きくらげが入った蒲鉾は珍しい」
など味はもちろん、見た目のインパクトにも驚き、楽しんでいただきました。

また、日本酒も「おいしい」と大人気で、何回もお代わりに来る方や、ラベルを撮影し、自
身での購入を検討する方などもいらっしゃいました。

今後も東京都内でのイベントを実施予定です。ぜひJネットの皆さまもお越しください！
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上越市からのお知らせ

プレゼンで PR 上越市ブース
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お問合せ先　JCV 東京情報センター   TEL：03-5218-7730

● Ｊネットふるさと市場「取次販売商品一覧」
会員は送料無料でお取り寄せができますので、どうぞご利用ください。

　 現行の各社パンフに加えて、取次販売商品一覧（Ａ４版１枚）を同封にてお届けします。

● 上越特産市場 ＪＣＣソフト株式会社運営による、上越農林水産物・特産品のネットショッピングモールです。
「上越特産市場」でネット検索いただき、お申込み下さい。

● 常設店舗「雪國商店」（有楽町駅から約3分）

                                          　場　所：有楽町交通会館１階
                                            営業時間：11：00 ～19：00
                                            年中無休（年末年始は休業）

「雪國商店」または下記の URL よりご覧ください。
https://yukiguni.shop/

上越産品販売のお知らせ

● 新潟・上越妙高「うまさ直送！雪国マルシェ」
日　時：8月30日(土)・31日(日)　9月13日(土)・14日(日)
会場・時間：11：30 ～17：30　交通会館1Fピロティ

◇ 8/16( 土 ) ～ 20( 水 ) 池袋演芸場・夜の部
時　間：午后 4 時 45 分 ~8 時 30 分
　　　※鯉橋の出番は午后 6 時ごろ
木戸銭：3,000 円 ~3,500 円
主　任：神田紅・紫・陽子・蘭の交互
　　　ほかにボンボンブラザース､ 夢太朗など出演

　お問合せ：03-3971-4545( 池袋演芸場 )
◇8/21(木)上野広小路亭、夜の部「鯉橋の会in広小路亭」

時　間：午后６時 ~8 時半ごろ
木戸銭：2,000 円 ( 前売・予約 1,500 円 )
出　演 ：桃之助、鯉橋「首提灯」、南なんーお仲入りー
里光、南玉、鯉橋＜出演順＞
お問合せ ･ ご予約：鯉橋または、
　　　　　03-3833-1789（上野広小路亭）まで。

☆ブログ～七転び八起の末のホンダラダ～  https://blog.goo.ne.jp/rikyoh3194どうぞご覧くださいませ。 鯉橋拝 

◇ 8/25( 月 )「七人の侍」ー流浪の落語会ー
時　間：午后 1 時 ~3 時半ごろ　木戸銭：1,500 円
出　演：枝太郎、楽生、鳳志、鯉橋、藍馬
会　場：お江戸両国亭 ( 両国 4-30-4)

◇ 9/22( 月 ) グリーンホール八起寄席
※今回の会場は「相模原南市民ホール」に変更です ( グリーンホー
ル改装工事の為 )。
時　間：午后 2 時 ~4 時
木戸銭：2,300 円 ( 予約 ･2,000 円 )、
                  65 才以上 1,800 円 ( 予約 ･1,500 円 )
出　演：吉馬、鯉橋、まねき猫、小平太
会　場：相模原南市民ホール ( 相模大野 )
お問合せ：042-749-2200( グリーンホール )

◇ 9/23( 月 ･ 祝 ) せきしょ寄席（妙高市）　※予約制
　お問合せ：0255-86-3280( 道の歴史館 )
◇ 9/27( 土 ) 吉川区、9/28 柿崎区での公演を予定

瀧川鯉橋師匠　高座予定 鯉橋：090-4730-9032　rik_yoh_taki@taupe.plala.or.jp（鯉橋メール）

J ネット　ホームページ

◆ Jネット会員は、無料でご覧いただけます。
①  ＨＰ右肩「Jネット会員メニュー」をクリック　②「ログインはこちら」をクリックし各社のＨＰへ
③ 下記のメールアドレス・パスワードにてログインしてください。

上越タイムス電子版、上越ケーブルビジョンへのアクセス方法 （会員のみ）

◆ ふるさと上越ネットワークのホームページをご覧ください  
 「 たより 」を全ページカラーでご覧いただけ、上越市の四季の写真他、掲載は多様で
す。お知らせページでは各地の話題やイベント情報、会員ひろばでは、たくさんの話
題、また会員のみなさんからの寄稿文やホットな情報もご覧いただけます。
　ぜひとも、「ふるさと上越ネットワーク」を検索し、ご覧ください。スマートフォンでは、上のコー
ドからご覧いただくことができます。
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◎次号「たより」は令和7年8月25日の発行です。

会員の新刊本紹介

ントの諺》と江戸時代の諺画（ 浮世絵など ）を
10例ほど比較する。例えば、「鰻の尻尾を掴む」

（ブ）と「瓢箪鯰」（江）は、どちらもあえて無理
な行為をする愚行の教訓であるが、江戸の諺
には、ぬるぬるした鯰をつるつるした瓢箪で
捕まえるという、捉えどころのない面白さが
ある。

　　
　第７章はお薦めで、世界の研究者や異分野
の専門家とやり取りする森氏の学者魂はパワ
フルだ。ブリューゲルの農民画にみる歯の悪
い人びとから、当時の歯周病蔓延を突き止め
たのは、歯科医師に画像診断を依頼し､ 指導
を求めた成果である。
　本書は長年の研究の集大成とも思えるが、
現在の森氏は海外での出版を準備中とのこと、
さらなる高みに進む意気込みが垣間見える。　　
　ブリューゲル芸術のファンにとっては、そ
の世界を多角的（ビジュアル、文学、民俗、風
習など）にたっぷりと堪能できる宝島である。

図 25　ブリューゲル「鰻の尻尾を掴む」
（ 図 1《 ネーデルランドの諺 》の部分 ）

図 26 ｢瓢筆鯰｣（ 《 崎陽諏訪明神祭祀図 》の部分 ) 江戸後期　
大阪府立中之島図書館

- 本書 177 頁より引用 -

　
　  　
　
　

　
　　　　

　16 世紀フランドルの画家ブリューゲルの作
品には、人間の営みが細部にわたって描かれ、
観る人は親しみを覚える。《穀物の収穫》《雪
中の狩人》《農民の婚宴》などは、郷愁をも誘
う。そこには、ふるさとの田畑や雪山があり、
働く人々がいる。
　そのブリューゲル研究で世界的にも第一人
者の森洋子氏（明治大学名誉教授、当会会員）
は、このほど新書を上梓。誘惑に負けて罪を
犯したり､ 仲間の婚礼を村中で祝ったり、諺
を教訓とする人間模様が繰り広げられる本書
は、表題に “ 劇場 ” が入る。
　手に取ると、上質紙 500 頁弱、総カラーの
図版 370 点ほどの書はズシリと重く、表紙の
カバーや内扉など､ いたるところに意表を突
く装幀にもわくわく感を抱く。
　3 部構成の学術書だが、人間の愚行、社会
風刺、道徳の寓意に満ちた作品群の背景とそ
の分析がいっぱいで、拾い読みもいい。とり
わけ、森氏が世界で初めて提唱する第 2 部の
諺図像学（諺を作品解釈のツールとする方法
論）は興味深い。ブリューゲルの《ネーデルラ

　◆ 森  洋子 著
　『ブリューゲルの “ 劇場 ”—罪・祝祭・諺』　中央公論美術出版 （定価税込 7,920 円）

● ● ● ● Jネットからのお知らせとお願い ● ● ● ●

　会員の皆様には、ご自分の思い出やご経験、上越の魅力、

上越に役立ちそうなこと、会員の親睦を深めることなどなん

でも結構ですので、記事（1,200字程度まで）と写真を送信いた

だければ幸いです。投句もお待ちしています。

Mail  送信先　事務局：k.miyazato@araipt.co.jp

撮影：松本栄規さん


